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NIMS  S iD の主要機能NIMS eSciDocの主要機能
–Core solutions of NIMS eSciDoc

研究者/図書館
グオ

貴重資料真資書資

ログオン

貴重資料ViRR
スキャン資料など

写真資料FACES
JPEGなど

文書資料PubMan
Word, PDF, PPT, TeXなど

Elements

NIMS  S iD のコンセプトNIMS eSciDocのコンセプト
–Concept of  NIMS eSciDoc

研究者中心 設計 多少 機構方針研究者中心の設計，多少の機構方針
研究者が「使ってみたいデジタルライブラリー」

研究情報基盤としてのリポジトリシステムは 公刊物と非公刊物研究情報基盤としてのリポジトリシステムは，公刊物と非公刊物，
多様なアウトプットを繋ぐナビゲーション．

機構内情報の統合と共有化

登録・保存から発信・利用集計まで，さらに．
回の登録苦難がセルフアピ ルという効用になるまで一回の登録苦難がセルフアピールという効用になるまで．

研究プロジェクトのようなグループアピール（成果集）にも．

研究者IDとは研究者IDとは
–mapping between ID variations

機械的に統合して、
自在に書き出したい自在に書き出したい

研究者番号著者番号 ReaD ID = 6984123KAKEN ID = 40281654SCOPUS ID = 7102299327Thomson ID = B-8900-2008

職員番号

National Institute for Materials Science

Staff ID = 0012345



研究者IDと業績IDを結びつける１ デジタルライブラリ研究者IDと業績IDを結びつける１－デジタルライブラリへ
–Staff ID+PaperID→NIMS eSciDoc

Staff ID = 0012345 CoNE Person ID =1021

人事課DB 人情報DB

業績 ID* =＋ デジタルライブラリ業績 ID* = 
2007A00602, 2009B01945・・・

デジタルライブラリー

外部文献DB
評価室DB
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*論文，書籍，
学会予稿集… 外部特許DB

研究者IDと業績IDを結びつける２ 応用編 外部DB研究者IDと業績IDを結びつける２－応用編：外部DBへ
–Staff ID+PaperID→External Res ID, Item ID

研究者として，トムソンの研究研究者として，トムソンの研究
者データベースに一括書き出しThomson ID = B-8900-2008P bli ti 1Staff ID = 0012345 Publication 1author name = M. Hasetitle =  …..Publication 2人事課DB

author name = M. Hasetitle =  …..
業績 ID* =＋ 職員として JSTの研究者デ タ業績 ID* = 
2007A00602, 2009B01945・・・

職員として，JSTの研究者データ
ベースに一括書き出しReaD ID = 6984123

評価室DB
ea 698 3Researcher name = M. HaseAffiliation = NIMS, …….Publication 1 = title…, URL ….

National Institute for Materials Science

,Publication 2 = title……, URL…*論文，書籍，学会予稿集…

研究者IDと業績IDを結びつける３研究者IDと業績IDを結びつける３
－応用編：研究グループや研究プロジェクトサイトに
–Extracting application of mapped  IDsCoNE Person ID =1021

研究者の手間いらずで
個人ホームページ化

人情報DB

デジタルライブラリデジタルライブラリー

統合したDBから，リポジトリされた業績
と研究者情報を結びつけて
研究者総覧ペ ジとし 書き出す

National Institute for Materials Science

研究者総覧ページとして書き出す

研究者グループやプロジェクト単位でも手間少なくホームページ化

構造制御および電子状態制御に基づ 登録論文のく新物質の開発

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業(H21年度)

登録論文の
分類化や

RSS配信など
本研究プロジェクトは，結晶成長を前進させ単結晶での物性測定の実施
を目指すものである．また新しい配位子の合成，金属錯体合成を行い，
新たな単一分子性伝導体の実現を努める．

研究テーマ
関連
リンク

成果一覧

グループで
自在に書き込み

展開可能

研究テ マ
の紹介

リンク

発表一覧

展開可能

ライブラリーから
論文リストを
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論文リストを
自動書き出し



研究者に人気のあるサイトに書きだし

自分のプロフィールを
構築し 公開ホーム構築し，公開ホ ム
ページとして使える

WoS収録論文WoS収録論文
に，WoS以外の

論文などを加え
ることができる

研究サイクルと研究情報とオ プンアクセス研究サイクルと研究情報とオープンアクセス
－Research cycle, Research information, and Open access

学会出席，同僚との
多くの出版論文の
中から自分の論文◎ 着想着想

会話・・・メモ

プ プ 論文

に“気づきを集める
PR”

○
◎

検索・検索・出版・出版・ 参考文献の収集と

保存 議論

プレプリント・論文・
書籍・成果報告集

として出版○ 検索
調査
検索
調査

出版
引用
出版
引用

保存，議論メモ
学会や研究会で

Procなどとして発表

？○
○

実験データや計算結果

などのラボノート実験装置マニュアルや

計算ソフトウエアとして共有 ？○○
National Institute for Materials Science実験・実験・発表・発表・

計算ソフトウエアとして共有○
Experimental photos of diamond materials – Album and Details viewExperimental photos of diamond materials – Album and Details view

Search interface can be changed by the types of image objects, according to its schemaschema.

まとめまとめ
–summary

変わり ある研究環境（ の場合）変わりつつある研究環境（NIMSの場合）
競争的資金←機構評価←自己アピール←成果の「見える化」

簡単で効果的なアピールシステムがあれば使いたい簡単で効果的なアピ ルシステムがあれば使いたい

忙しいので／面倒なので自分でシステム化はできない

e­Scienceのはじまり
忙しい日常を幾ばくか簡単にマネジメントできるのなら

面倒な思いをして登録したらいいことがあるのなら

S i とイノベ シ ンe­Scienceとイノベーション
使ってゆくほどに情報が蓄積され、全体観も見え、細部にも辿れたら、
自分だけでない全体リポジトリの効果が新しい知見につながるかもし
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自分だけでない全体リポジトリの効果が新しい知見につながるかもし
れない



フォーラム資料もフォーラム資料もNIMS NIMS eSciDoceSciDocからオープンアクセス！からオープンアクセス！
http://www nims go jphttp://www nims go jp →→ イベントイベントhttp://www.nims.go.jphttp://www.nims.go.jp →→ イ ントイ ント

デジタルリポジトリ連合国際会議デジタルリポジトリ連合国際会議デジタルリポジトリ連合国際会議デジタルリポジトリ連合国際会議
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